
























































2009年 11月 10  11日には、実際に飛騨天文台の FMTが解体されて京都の西村製作















最後に、図 1にペルーに FMTを移設した直後の 3月 21日に太陽を撮影した際の生画
像をまとめた。この画像上には、一部フィルタの劣化によるパターンの目立つものや、長
期に渡る保管・輸送期間中のフィルタ温度の低下の影響を受けたパターンが見られるもの
があるが、これらのフィルタ自体を更新することも、今後の課題のひとつである。ただ、
当面は次年度に予定されている、当天文台スタッフのペルー長期滞在による現地研究者・
学生に対する研修・実習プログラムの中で、ダーク、フラットの取得法・画像処理方法を
確立して教育することにより、これらの器械的パターンを除去して科学的解析に当たって
行く予定である。
これらの研修・実習の成果は、次年度 11月頃にペルーにおいて国際ワークショップを
開催し、発表する場を設けると共に、CHAIN/FMTデータを用いた今後の科学研究テー
マについて、より深く議論する機会を持つ予定になっている。
(上野 悟 記)
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